
第３回学校運営協議会開催
10月２日に第３回学校運営協議会を開催しました。最初に、学校経営の

重点13項目それぞれについて、７月から９月の進捗状況を説明しました。

その後、学校経営、今後の協力要請、統合に関することなどについて熟議

を行いましたので、委員の皆様からの主な意見を紹介します。

・学校から統合に向けて来年度は教育活動の見直しや精選をしていきたいという提案があったが、

統合関係の行事で忙しくなることを踏まえると、提案どおり精選するしかないと思う。

・登校班に関することは、登校班に紐付いていろいろな組織や関係があるので一度話し合った方が

よいのではないか。

・コロナ禍後、町内のいろいろな会の活動が制限され、地域に対する意識が低くなってきている。

統合に向けてなるべく協議委員で地域に声を掛けてみましょう。

・来年度設置される統合準備委員会において、払戸地区から意見を述べる機会があるので、それに

向けて話し合いましょう。

・12月18日の放課後子ども教室で餅つきを行う。もち米や道具など協力をお願いする。

・都合がつけば、11月の若美地区の芸術文化祭を参観してもらいたい。

いつもどおり建設的な意見や、我々教職員が気付かなかった視点からの意見などが出されました。

今後も保護者や地域と協力しながら、充実した学校運営を目指したいと思います。なお、統合につい

ては、10月の職員会議で統合に向けた大まかなスケジュールや取り組むべきことを教職員で共有し、

その内いくつかは既に動き始めていることをご承知おきください。

「原稿を見ないで相手に伝える」を新たな伝統に
とちの木第６号（９月１日発行）で、夏休み明け集会で３年生が原稿を見ずに発表した旨を伝えま

した。その立派な姿を目に焼き付けた本校児童は、10月６日の前期終業式で１年○○○○さんと４年

○○○○さんが、10月11日の後期始業式で２年○○○○○さんと５年○○○○さんが、それぞれ原稿

を見ずに全校児童を見ながら堂々と発表を行いました。また、９月26日に行った３・４年生の校外学

習発表会でも、全員が原稿なしで発表していました。「原稿を見ないで相手に伝える」ということを

残り１年半継続して払戸小の新たな伝統とし、統合先でも「払戸の子は原稿を見ないで堂々と自分の

考えを伝えることができる。」と言われるようになると素晴らしいと思います。このように、児童の

ためになることについて、本校教職員が一丸となって取り組みたいと思います。

№８
男鹿市立

払戸小学校

令和５年１１月１日

文責：小玉 和彦
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本文のフォントを
変更しました。



６年生製作の渡部斧松シールで払戸をＰＲ！
６年生の総合的な学習の時間では、払戸地区の偉人である渡部斧松に着目し、払戸地区を活性化す

るアイディアを考えています。その一つとして、「渡部斧松をモチーフにしたシールを製作し、男鹿

払戸観光案内所の直売コーナーの商品に貼って払戸地区をＰＲしよう。」というアイディアが出て、

10月24日に６年生がパンフレットを届けるとともに、商品にシールを貼ってきました。せっかく製作

したシールですので、観光案内所だけではなくいろいろな場面で活用したいと考えています。

１１月の主な予定 ※諸事情により変更もあり得ることをご承知おきください。

日 曜 予 定 日 曜 予 定

１ 水 クラブ⑨最終 17 金 東中新入生体験入学・説明会

２ 木 児童休業日 ※小学校教員研修会 20 月 全校クマ被害防止教室

３ 金 文化の日 22 水 全校５校時限 職員会議 放課後子ども教室

８ 水 全校３校時限 ５年脊柱側湾症検査 23 木 勤労感謝の日

10 金 ５・６年天王みどり学園との交流 27 月 市教委計画訪問

13 月 １・２年交通安全教室 28 火 ５年校外学習（報道関係）

14 火 マラソン大会 なべっこ 29 水 全校５校時限

映像資料を見て、自分たちが住む払戸
地区を開拓した渡部斧松の功績を学ん
でいる様子。

６年生全員から集めた原案をもとに、
シールのデザインを考えている様子。

男鹿払戸観光案内所を
訪問し、商品にシール
を貼る様子。（左）
シールが貼られた商品
の様子。（右）
商品を購入した方々に、
自分たちの思いが届き
ますように…。


